「子どもを共に育む『親支援』プログラム」プロジェクト会議

第４回全体統括部会　摘録（案）
１　日　時：平成２１月１２月１０日（木）１０：００～１２：００
２　場　所：京都市総合教育センター　第１研修室
３　参加者：（全体統括部会）：西岡議長，丸橋，藤本(代理:岡田)，長谷川，塚原，
國場，大田，橋本（代理:圓山），生田，浅野
　　　　　 （妊娠期乳幼児期部会）：飯吉部会長，中江，山内，油谷，稲葉，岩佐，
谷口，前川，平野，加藤（代理:山路），布野，
黒﨑，小松
　　　　　 （学童期思春期部会）：井越部会長，山縣，長者，木村，土井，牧嶋，池田中東，砂田，瀬戸，石田，中森，古田

　　　　　 （プロジェクト会議事務局）：山下（代理:南辻），久保，髙木，江口，町田，濱頭，市田，藤田，桶谷，中村

　　　　　　（順不同・敬称略）
４　次　第：（１）開会挨拶

（２）配布資料の説明

（３）討議

　　　　　　　　　①各年代別部会からの報告（試行実施報告，プログラム変更等）
　　　　　　　　　②「親力育み」リーフレット（案）について
　　　　　　　　　③本プログラムの名称について
　　　　　　（４）その他

　　　　　  （５）閉会挨拶
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１　開会挨拶（西岡議長）

皆様のこれまでの努力・情熱により，無から有を生み出している力に感動している。本プロジェクトの皆様の姿，プログラムの成立過程を見ていると，人の力の大きさを再確認できる。本日も活発な議論をお願いしたい。

２　配布資料の説明（事務局）

　事務局から会議の進行及び配布資料等について説明
３　各部会からの報告

＜妊娠期乳幼児期部会（飯吉部会長，事務局）＞

　前回の第３回全体統括部会以降，第５回妊娠期乳幼児期部会を１１月９日に開催し，試行実施の報告，学習プログラムの修正，来年度からの本格実施に向けた協議を行った。

　部会の皆様の協力もあり，保育所（園），児童館，みらい館等３４カ所で試行実施を行うことができた。テーマを設定した話し合いであること，参加者が発言するところにウエイトを置いていることが，すごく大切であると改めて感じ，支援者にとってもいい機会であった。参加者アンケートでも「自分の意見を言えた」，「些細なことでも聞けたのでとてもよかった」と好評であった。実施にあたっては，新しく事業を立ち上げたほか，既存の事業への組み込みを行った。試行実施の結果を踏まえて，活用しやすいプログラムへの改良に向けて支援者用手引の修正を行った。

（事務局から資料２を基に，試行実施について詳細に説明）
議長　　　　試行実施を受けての修正は既にプログラムに反映されているようだが，今後も修正可能ということなので，御意見等あればお願いしたい。
委員　　　　乳幼児の親対象のプログラムでは，親子を別々にする必要がある。みらい館や各行政区では，保育のボランティアを養成しているので，そこと連携して，親自身が自分を見つめ直し，考えられる時間にできるよう検討してもらいたい。

事務局　　　離乳食のテーマだと，子どもがいると作業ができなかったり，他のテーマでも，子どもが走り出したりすると，話に集中できないということはある。

　　　　　　事務局としても，参加者に思っていることを話してもらい，他の方の話を聞いてもらうことを重視したいと考えているが，託児については，施設の問題等で用意できないという事情もある。各施設それぞれの事情に応じて，実施機関で創意工夫して，託児をしていただけるならばありがたい。
議長　　　　託児の問題は，これから実施する中で解決していく課題だと思う。
また，既存の事業の中での試行実施が多かったようだが，既存事業でプログラムを取り入れてもらいやすいのか。

事務局　　　既存事業の活用だと，オリジナルの形での実施は難しいと思うが，ねらい・目的を踏まえることや，参加者の話し合いを中心とした手法を取り入れていただくことは可能だと思う。
委員　　　　試行実施のまとめ資料に，専門職による実施の方針を堅持とあるが，目標とする実施回数を確保していくためには，どのように専門職を増やすのか，あるいは，専門職ほどではないがこのプログラムにおいて専門職相当の技量を持っている方をどう養成していくのかを考えていく必要があると思う。

事務局　　　試行実施においては，支援者が専門職であるからこその具体的な質問もあり，専門家による的確な回答を行うことで，不安の解消につながったと考えている。
　　　　　　現時点では，妊娠期乳幼児期のプログラムは，専門職による実施を念頭に置いて作成している。ただ今後，広がりを持たせるためには，専門職に準じるような市民もたくさんいるので，そういう方にも実施していただきやすいような見直しが必要だと思う。

部会長　　　児童館主催で離乳食がテーマの試行実施をした時，児童館には調理施設もな
く，栄養士もいなかったが，地域の中学校の調理実習室を借り，知り合いの栄養士に協力いただいて実現できた。枠を越えた地域のつながりの中で，協力しながら実施することも視野に入れてほしい。

議長　　　　支援者の養成はこれからの課題だと思うが，プログラム自体の展開，そして連携によるリソースの活用といった点は，まだまだ発展する可能性がある。
＜学童期思春期部会（井越部会長，事務局）＞

　前回の第３回全体統括部会以降，第７回学童期思春期部会を９月２４日に，第８回学童期思春期部会を１０月２０日に開催し，意見交換や試行実施の結果等を踏まえて，ワークシート及び支援者用テキストの修正を行った。また，３つのチームを編成し，それぞれ３テーマずつ，プログラムの作成，試行実施，見直しといった作業を繰り返し行い，進化を遂げていっていると思う。

　課題としては，試行の機会が想定よりも少なく，各テーマ２回の実施をした上でプログラム内容を固めたかったが，現時点で２回実施できていないテーマもある。また，支援者として想定しているＰＴＡ役員や，子育てサポーター，生涯学習コーディネーター等の一般の保護者ができるかどうかの検証については，残念ながら不十分であると思う。

（事務局から資料３を基に，試行実施について詳細に説明）


議長　　　　試行実施をして，活用の場に関して何か問題等はなかっただろうか。
事務局　　　就学前健診に続いて実施した際は，１時間程度しかとれず，プログラムを短縮して行う必要があったので，短縮バージョンも考えていかないといけない課題だと思う。乳幼児期と同様，学校での既存の講座を活用して，プログラムを実施していきたい。

当面は，サポーターやＰＴＡの方に支援者として進めていただく予定だが，学級単位の保護者懇談会等も活用するなど，教職員の参画も必要であると考えており，協力を求めていきたい。

委員　　　　公立の小・中学校の既存の講座での実施を想定しているようだが，これは全市のプロジェクトであり，私立に子どもを通わせている親にも門戸を開かなければならないと思う。

　　　　　　支援者に関しては，手間隙がかかる養成になると思うが，その輪郭について教えていただきたい。

事務局　　　まずは公立の学校から広げていき，私立の学校や民間の子育て支援団体，福祉団体等にも，当然広げていく。部会委員にも民間団体の方がいるので，その場でもぜひ広げていただきたい。
支援者養成講座については，来年度早々に，子育てサポーター，ＰＴＡのほか，民間の色々な方を対象に，講座を行う予定。

部会長　　　乳幼児期の試行では，父親の参加が難しかったが，学童期ではどうか。なかなか父親が勉強する機会は少ないと思う。父親が参加しやすい時間帯の配慮も必要。

委員　　　　学童期でも父親も参加できるプログラムという前提で進めてきた。試行実施においては，少数ではあるが父親や祖母の参加もあったが，今後は意図的に，父親または両親そろって参加してもらえる場も考えていきたい。また，おやじの会でも実施をお願いしたいと考えている。
委員　　　　試行実施の見学もしたが，今後の本格実施が楽しみ。各地で広がっていけば
いいと思う。
私も３０回程度，ＮＰプログラム（カナダ生まれの親支援プログラム“Nobody’s Perfect”）を行っているが，その中で，子どもには安心で安全で愛情が注がれることが大事で，それによって自尊心が育まれるということを感じていただいている。また，親自身も子どもとうまく接し，子育てしていくには，安心でき，安全で守られているという実感が必要で，周りの助けが必要だという感想も出てくる。今の社会は情報が氾濫し過ぎて，逆に不安材料になっており，ぜひこのプログラムを通じて，子育てをここでやっていって大丈夫，みんなから守られて大切にされている，子育てを応援してもらっていると親に感じてほしい。

乳幼児期での実施は，既存の事業を活用するとのことだが，そこに来る親は，子どもを連れて出ていける力がある，学ぶ意欲のある親が多い。本当に悩んで，困っていながら，出ていけない親がたくさんいる。そういう方には，親子一緒や単発というのは不十分。悩み事にしっかり向き合ったり，仲間づくりにつなげると頑張っていける親に向けて，NPプログラムの活用や虐待を防止するためのプログラムの活用も含めて，考えていただきたい。必要な人にその人にあった方法で，手を差し伸べられる京都市の親支援であってほしいし，多彩な支援のプログラムを取り入れてほしい。
　　　　　
議長　　　　憲章にある「親も育ち学べる取組」ということで，親が学べる社会，本当に安心で安全である社会をつくっていく力もつけてもらえたらと思う。

　　　　　　
３　「親力」育みリーフレット（案）について
（事務局からリーフレット（案）について説明）
議長　　　　まだまだ素案。感想や要望など感じたことを何でも述べていただければと思う。私は字が少し小さいなと思う。
委員　　　　見開き面の学童期思春期の「家庭教育学級」の実施場所について，私立幼稚園でも家庭教育セミナーという形で，保護者に学習会・研修会をしているので，記入していただきたい。

委員　　　　中面の「実施場所」について，民間の場合はほとんど「保育園」という名称を使っているので，保育所のところに括弧づけででも「園」を入れていただきたい。
委員　　　　見開き面の乳幼児期の「子育て相談」の実施場所について，福祉事務所の子ども支援センター等も行っているので記入していただきたい。

　　　　　　中面の「体験者の声をちょっと紹介」について，就学前のところにテーマが離乳食の体験談が載っているのはおかしい。これを載せるなら乳幼児期に直す必要がある。

委員　　　　民生児童委員会の方が，幼稚園や保育園に入っていない乳幼児の保護者と子どもを対象に，子育てサロンを地域で展開されているので，それも紹介していただきたい。
委員　　　　中面の「実施場所」について，これは経年的に広がりと厚みを増してくると思うので，随時，最新情報を挟み込むようなアイディアがあったらいいと思う。


委員　　　　裏面の「相談窓口」について，１５番目の「京都市心の健康増進センター」の「心」は平仮名なので訂正をお願いしたい。

事務局　　　「相談窓口」については，まだ情報の整理ができていな状態のまま，あくまでも仮に掲載しているので，一度精査をした後に，関係各課に確認を行う予定である。今は，こういう個別の相談窓口を掲載するというイメージを持ってもらうためのものということを理解いただきたい。
委員　　　　表紙と中面に同じ絵をそのまま入れるのではなく，違う絵を入れてほしい。

　　　　　　表紙の下の文章について，「ひとりで抱えても苦しさは晴れません」という表現はどうかと思う。全体的に文章に工夫がほしい。

このリーフレットは文字が多く，情報量も多過ぎるので，読まれずにごみ箱に行く可能性が高い。私たち親が求めているものは，もっと簡単で，冷蔵庫に貼っていつでも見られるようなものなので，ぜひそういうリーフレットをつくってほしい。

　京都市にはこんなに多く子育てを応援する場所があるという意味ではよいのだが，親支援プログラムに焦点を絞ったものも必要だと思う。
議長　　　　確かに，字が小さくて見にくいし，焦点がぼやけてしまっている。リーフレ

ットはこのままの方針でいくなら，親支援プログラムに特化したものも検討が必要。
委員　　　　表紙もキャッチコピーも魅力的ではない。「子育ての悩みは保護者で寄り添い考える」というのは，読むだけで疲れてしまう。せめて表紙だけでもみんなを惹きつける必要がある。

開いた時に，パッと情報を整理できるものがいい。見開き面に，「話し合いましょう」という内容をこんなに載せるのはどうかと思う。また，最新の情報を挟み込むのはいいが，挟んでもとれたりするので，ここに電話をかけたらいいとかもっとまとめていくことが大切。

それと，読んでほしい対象を明確にしないといけない。少々不安を持っていて，誰かに手を差し伸べてもらいたいと思っている人が対象だと思うので，そういう方への食い込み方を検討した方がよい。今は何でもお得とか，おもしろそうという感じがないと，特に若い方は来ない。その辺の魅力をつけて，「今，不安だから，これがあってちょうどよかった」と感じてもらえればいいので，細かい情報は書かなくてもよい。
委員　　　　キャッチコピーなどの案を皆さんから集めたらどうだろうか。色々なアイディアが出てくると思うし，その中からまたいいのが生まれると思う。
委員　　　　中面の「ワークシート及び支援者用テキストをご活用ください」について，ホームページで公開するようだが，これはどのような活用を想定しているのか。講座に参加しなくても，支援者用テキストを家で読んで，納得してもらったらいいという感じにもとれる。また，参加者が事前にテキストを読むことも考えられるが，それでいいのだろうか。
事務局　　　ワークシートや支援者用テキストを読んだらそれでいいという意味ではない。色々な施設の方がこれを使ってワークショップを実施していただけたらというのがねらいなので，誤解がないように工夫したい。
議長　　　　たたき台ということで，まだまだ工夫の余地があると思う。皆さんからも積極的に提案していただき，それをもとに検討を重ねてもらいたい。
５　本プログラムの名称について
事務局　　　保護者に訴える名称，キャッチコピー的な名前としては，「子どもを共に育む『親支援』プログラム」というのは硬いし，「支援」という表現についてもよくないとの意見をいただいた。講座やプログラムがどんな感じか分かり，親しみやすい名称があれば，意見を寄せていただきたい。

事務局案としては，親自身が話し合うこと，関わり合うことによって，持っている力を伸ばしていただき，それを今後の活動につなげていただく，親のエンパワーメントという意味で，「親力育み」という名称を案として考えてみた。別の角度・視点からでもこれが大事というのがあれば，意見をいただきたい。
部会長　　　事務局提案の「親力育み」という名称は，できれば再考できないだろうか。
小学校ＰＴＡの「はぐくみ委員会」でも親力をアップさせていけるような活
動をしているので，名称の響きが同じだと，混同されたりする可能性が考え
られる。
そこで，「きょうは，はなさかす」という名称を提案する。「きょう」は京都の「京」で，京都のスタンダードプログラムをつくっていきましょうというイメージ。さらに，「子どもを共に育む京都市民憲章」の中にある「共」も連想させるもの。「は」は，プログラムの中で話しをすることがメインになるので「話」。「はなさかす」は，話に花を咲かせるということで「花咲かす」。
議長　　　　いいアイディアだと思う。具体的な提案を感謝する。たくさんの案の中から皆さんと一緒に決めていきたいと思うので，素敵な案が思いついたら，事務局へ提案いただき，次回の全体統括部会で議論したい。
６　今後の予定（事務局）
　次回は，全体統括部会を２月に開催し，冊子とリーフレットの最終確認をお願いしたい。

そのために，年内を目途に，本日この場で言いきれなかった意見も含めて，具体的な提案

を事務局へお寄せいただきたい。
　なお，学童期思春期については，３月頃から支援者の募集を開始し，５月頃に養成講座を行いたいと考えている。妊娠期乳幼児期については，支援者向けの説明会の実施や支援者の確保に努めていきたい。

　
７　閉会挨拶（生田教育政策監）
　貴重な意見・提案をいただき感謝している。全体会，年代別部会で本当に熱心に検討し，多くの場所で試行を行い，さらに検討を重ねて，ここまでくることができた。来年度の本格実施に向けて道筋が見えてきた。

　このプロジェクトは，「京都未来まちづくりプラン」でも示している融合モデルの一つである。行政はもとより，関係機関・団体，保護者の方々などと一緒にやっていこうということで，門川市長のもと進めている共汗と融合の先駆的な取組でもあり，京都だからこそできる地域力と人間力を生かして実践いただいているのが本プロジェクトだと思っている。

　子育てに悩みや不安を持っている方が，子育ての喜びや楽しさを実感し，自信を持って子育てをする人を一人でも多く増やしていきたいと思うので，活用に向けて，皆様の力をお貸しいただきたい。

　また「新京（みやこ）・子どもいきいきプラン」について，近々パブリックコメントを募集する予定なので，そちらへの御意見もいただければと思う。
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